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本多フロンティア賞を受賞した青木教授 

マテリアル工学科、青木清教授が本多フロンティア賞を受賞 

（マテリアル工学科） 

 

このたび、本学副学長でマテリアル工

学科教授の青木清先生が、本多記念会

より第５回本多フロンティア賞を受賞され

ました。 

本多記念会は、強力な永久磁石材料

である KS 鋼の発明、東北大学金属材料

研究所の開設、日本金属学会の創立な

ど日本の材料科学分野で多大な貢献を

された本多光太郎博士の功績を記念して

創設された財団です。また、本多フロンテ

ィア賞は、金属およびその周辺材料に関

する研究で、学術面あるいは技術面にお

いて画期的な発明や発見をした研究者

に送られる賞で、今回は青木教授の「耐

水素脆化性に優れた非 Pd 系水素透過

合金の開発」に対して贈られました。 

地球環境問題およびエネルギー問題

の解決のためには、水素エネルギーを中

心とした持続可能な社会の実現が期待さ

れていますが、そのためには、高純度な

水素を安価にかつ大量に製造する必要

があります。この高純度水素の製造で特

に重要なのが、分離・精製用の水素透過

合金です。現在は、Pd-Ag 合金が使われ

ていますが、Pd は資源に乏しく高価という

問題があります。さらに、水素透過性能の

高い合金は、一般に水素の吸収によって

脆くなり壊れる水素脆化という欠点があり

ます。このため、水素透過性と耐水素脆

化性を両立させ、かつ Pd を含まない非 Pd

系水素透過合金の開発が緊急の課題で

した。青木教授は、微細なラメラ構造を形

成する Nb-TiNi 共晶に(Nb,Ti)を初晶とし

て分散させた複相合金により、高い耐水

素脆化性をもち、水素透過度が Pd-Ag 合

金の 2-3 倍と画期的な性能を実現しまし

た。この合金は、原料費が Pd-Ag 合金の

数十分の１以下と極めて安価であることか

ら、産業界からも大きな注目を集めていま

す。このような、水素透過合金の先駆的な

研究が、学術的にも工業的にも金属材料

工学の発展に大きく貢献していることが認

められ、受賞されたものです。 

 

 

〓受賞〓 


